





















































  常盤大定・関野 貞（1975）『中国文化史蹟』（法蔵館） 































































29 年 10 月 11 日の大正大学学内学術研究発表会において、「仏頂尊勝陀羅尼と五臺山」というテ
ーマのもと報告させていただいた。そこでは仏頂尊勝陀羅尼や五臺山の概要を示した上で、今回
の調査の狙いおよび成果に触れ、今後の研究の可能性について示した。 
 仏頂尊勝陀羅尼は、地域や民族、言語の垣根を超えて広くアジアで受容された稀有な仏典であ
り、仏教・仏典がアジア各地にいかに伝播し、変貌を遂げ、定着していったのかを解明する上で
も格好な研究対象である。その「原本」を解明することができれば、そこからの展開・変遷の諸
相を究明できるのであり、その成果は仏教学・文献学、また美術・考古学などへの貢献が期待さ
れる。今後も引き続き翻刻と情報整理・分析を進め、様々な学術学会にて成果報告できるように
努めていく予定である。 
 最後に本研究を助成していただいた大正大学、また五臺山調査に関して様々に助言・支援して
いただいた牛黎濤先生に心より御礼申し上げたい。 
